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【手続補正書】
【提出日】平成21年8月4日(2009.8.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　実質的に粉末の形状の少なくとも１種のバルク固体材料と、凝結していない表面改質ナ
ノ粒子とを含む組成物であって、該表面改質ナノ粒子が、該バルク固体材料の流動性また
は噴流性を、表面改質ナノ粒子を実質的に含まないバルク固体材料に比べて改善するのに
少なくとも十分な量で該組成物中に存在する、組成物。
【請求項２】
　実質的に粉末の形状の少なくとも１種のバルク固体材料と、凝結していない表面改質ナ
ノ粒子との混合物を含む組成物であって、該表面改質ナノ粒子が、該組成物に実質的な自
由流動性を付与するのに少なくとも十分な量で該混合物中に存在する、組成物。
【請求項３】
　バルク固体材料と、凝結していない表面改質ナノ粒子とを液体中で混合した後、該液体
を除去することを含む、流動性粉末組成物の製造方法。
【請求項４】
　製薬上の活性成分及び凝結していない表面改質ナノ粒子を含む治療量の乾燥粉末組成物
を投与することによる、哺乳動物の肺への薬剤送達方法。
【請求項５】
　マウスピースと、粉末収容システムと、実質的に粉末の形状の少なくとも１種のバルク
固体材料及び凝結していない表面改質ナノ粒子の混合物を含む粉末組成物とを備える乾燥
粉末吸入装置であって、該バルク固体材料が少なくとも１種の製薬上の活性成分を含む、
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乾燥粉末吸入装置。
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